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  第５学年１組 算数科学習指導案                           日 時 令和４年９月２８日（水）第５校時  

                                                          場 所 ５年１組教室  

授業者  
１ 単元名  「分数のたし算とひき算」  
 
２ 単元目標 分数の意味や表し方についての理解を深めるとともに、通分、約分の方法を理解し、それをもとに異分母分数の加法及び減法の計算の仕方を考え、計算をするこ 

とができる。 
 

３ 既習内容との関連と、本単元の評価規準 
【前単元までに身に付けてきた内容】     【本単元の評価規準】                                【今後の学習へのつながり】 

４年 １４ 分数 
・真分数、仮分数、帯分数の用語と意味 
・仮分数と帯分数の変換 
・大きさの等しい分数 
・同分子分数や同分母の仮分数と帯分数の大小比較 

・同分母分数の加法と減法 
５年 ８ 整数の性質 
 ・倍数、公倍数、最小公倍数の理解 
 ・約数、公約数、最大公約数の理解 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

知識・技能  思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度   
 
 
 
 
 
 

５年 １２ 分数と小数、整数 
 ・整数の除法の商の分数表示 
 ・分数倍 
 ・分数と小数、整数の変換 
 ・小数と分数の混じった加法と減法 
６年 ２ 分数と整数のかけ算・わり算 

 ・分数×整数 
 ・分数÷整数 
 ・計算の途中の約分 

・通分や約分の意味や方法

を理解し、通分や約分を

することができる。 

・通分や約分を用いて、異

分母分数の加法及び減法

の計算をすることができ

る。 

・分数の性質に着目し、異分
母分数の加法及び減法の計
算の仕方を考え、説明する
ことができる。 

 

・通分や約分の仕方、加法及び
減法の計算の仕方を多面的に
考え、既習事項をもとに考え
ようとしたり、よりよい方法
を追究しようとしたりしてい
る。 

４ 児童の実態（男子８名 女子６名）       ５ 学習過程の工夫 

   
６ 板書計画 

①  つかむ 
問題から、４年生までとの学習の

ちがいを考え、本時の課題をもたせ

る。課題を設定した時点で、教師が

『間違った考え方』を示し、なぜ間

違っているのかを全体で確認するこ

とで、学習の見通しをもたせる。 

【研究内容１―（１）】 

②  考える 
児童が考え方を自己決定できる

よう、リットルますや線分図等

のカードを用意し、選択して書

き込めるようにする。 
【研究内容１―（２）】 

③  深める 
筋道立てた説明ができるよう、説明の視

点を４つ与える。またジャムボードに全員
の意見を集約し、多様な考え方に触れられ
るようにする。 【研究内容２―（２）】 

全体追究の際に「全ての考え方にも共通
するところは何か。」と問いかけ、分母を
そろえることでもとにする分数のいくつ分
で計算できることに気付かせていく。 

④  まとめる 
考え方を比較すると、通分

の方が、より簡単にすばやく

計算できることを確認する。 

NEW!GIFUWeb ラーニング

を用いて、学習の定着をはか

る。 

【研究内容２―（３）】 

〈レディネス及び事前アンケートの結果〉 
①同分母の分数の大小の比較（全１問） 

 ⇒（
６

７
  1

２

７
  

8

7
  ）を大きい順で並べる 

   正答         １０名 
   帯分数と仮分数の比較の誤り  ３名 
   無回答         １名 

②同分子の分数の大小の比較（全１問） 

 ⇒（
５

８
  
５

３
  
５

４
  ）を大きい順で並べる 

   正答         １０名 
   分母の大きい順で並べてしまう  ３名 

   無回答         １名 
③同分母の分数のたし算（全２問） 

 ⇒
２

４
 + 

３

４
 及び  1

１

６
 +  2

４

６
 の計算 

   正答         １２名 
   帯分数のたし算での誤答  １名 

   無回答         １名 
④同分母の分数のひき算（全２問） 

 ⇒
８

７
 – 

５

７
 及び  4

１

５
 −  1

３

５
 の計算 

   正答          ６名 

   帯分数のひき算での誤答  ７名 
   無回答         １名 

帯分数を含んだ減法において、繰り下がり

の操作が正確にできていない児童が目立つ。
整数部分から繰り下げる操作について全体で
おさえる必要がある。また、学習に粘り強く

取り組むことに困難さを抱える児童が１名い
るため、ICT 等を用いて当該児童の学習意欲
を引き出せるような環境を設定する。 

なお、算数の事前アンケートをとったとこ 
ろ、「算数の交流や発表で、根拠をもとに筋 
道立てて説明するようにしている」に当ては 

まると答えた児童は６名であった。交流活動 
で話型を提示するなどして、筋道立てた説明 
ができるようにする。 

9/28 分数のたし算とひき算  

も              か                  ま 

  分かっていること 
1

3
L 

1

2
L 

  聞いていること  合わせて何 L 

式  
1

3
+

1

2
 

これまでとちがうところ  

      ・分母が違う分数をたしている 

   〈復習〉 

分母がちがう分数のたし算は、どう

すれば計算できるか。  

分母のちがう分数のたし算は、通分をして、もと

にする分数のいくつ分で考えれば計算できる。  

  

分母のちがういくつかの分数を、

大きさを変えないで分母の等しい

分数にすることを、通分という。  

例（  
３

４
 

４

５
 ）＝（  

１５

２０
 

１６

２０
 ）  

→えんぴつ①（１）と（５）  

   終わったら残りの問題へ  

分母がちがう  

○図を使って、分母をそろえる      ○通分して、分母をそろえる  

もとにする分数：
１

６
   

２

６
     

３

６
 １つ分の大きさが等しい   

１

３
+

１

２
=

３

６
+

２

６
=

５

６
 

合わせて             ３と２の最小公倍数は、６     

1

3
+

1

2
=

2

5
  

 

1

2
 より小さくなるのはおかしい  

もとになる分数がちがう  

もとにする分数を

そろえる  

 

どちらも分母をそろえている  

通分の方が、図がなくても簡単にできる  
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７ 単元指導計画 

小単元 分数の大きさ 

時数 １ ２ ３ ４ 

ね
ら
い 

主な

学習

活動 

分子も分母も異なる分数の大きさ比べ

について、数直線や図を使って考え、比

べ方を理解する。 

 大きさの等しい分数の分母どうし、分

子どうしに成り立つ関係を理解する。 

分子も分母も異なる分数の大きさ比べに

ついて、計算で考え、「通分」の用語とそ

の意味、方法を理解し、通分して分数の大

きさを比べる。 

通分する際は、分母の最小公倍数にそ

ろえると簡単で分かりやすい分数になる

ことに気付くとともに、３口の分数の通

分の仕方を理解する。 

評価

規準 

分数の意味に着目したり、数直線や図

を用いたりして、分数の大きさの比べ方

を見出している。 

     【思考・判断・表現】 

 分数は、分母と分子に同じ数をかけて

も、分母と分子を同じ数でわっても、大

きさは変わらないことが理解できる。 

【知識・技能】 

「通分」の用語とその意味や方法を理

解し、通分したり、分数の大きさを比べ

たりすることができる。 

【知識・技能】 

最小公倍数にそろえる通分の仕方や、

３口の分数の通分の仕方を理解し、通分

することができる。 

【知識・技能】 

キーワード もとにする分数 もとにする分数 通分 通分・最小公倍数 

主なつまずき

とその手立て 

図や数直線を用いた比べ方が分からない。 

⇒教科書ｐ．１１１の数直線を用いて、同

分母どうし、同分子どうしの分数の大き

さの比較をさせることで、図や数直線を

用いた比較の方法を確認する。 

「大きさの等しい分数」という感覚がな

く、形式的に解いている。 

⇒通分しても大きさは変わらないことにつ

いて、数直線や図を用いて確認する活動

を行う。 

分母のそろえ方が分からない。 

⇒前時までの学習に加え、公倍数の考え方を黒

板に位置付け、常に振り返ることができるよ

うにする。公倍数が捉えられない児童には、

数直線を用いて考えさせる。 

最小公倍数を分母にするよさを感じられない。 

⇒分母の数が大きい場合を取り上げる。 

最小公倍数の求め方が分からない。 

⇒分母の倍数を書いて見付ける方法を確

認する。 

指
導
内
容 

問題を提示する 

・教科書 p.１１１の問題１を読む。 

 

 

 

・数直線で考える。 

 →２つの数直線を並べると、大きさが

同じことが分かる。 

・図で考える。 

→２つの図を比べると、大きさが同じ

ことが分かる。 

 

・もとにする分数の大きさを変えると、

同じ大きさの分数でも色々な表し方が

できる。 

 

まとめる 

 

 

 

 

見届ける 

 評 

・ｐ．１１２鉛筆問題１に取り組む。 

 →できた人から GIFUweb ラーニング 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１３の問題２を読む。 

 

 

 

・どれももとにする分数が変わっただけ

で、大きさは変わっていない。 

・
4

6
、

6

9
 は、

2

3
 の分母、分子をそれぞれ２

倍、３倍した分数である。 

・
2

3
 は、

4

6
、

6

9
 の分母、分子をそれぞれ÷

２、÷３した分数である。 

→これらのきまりは、他の大きさの等

しい分数のときでも成り立つ。 

まとめる 

 

 

 

 

・ｐ.１１３鉛筆問題２①の解き方を全体

で確認する。 

見届ける 

 評 

・ｐ.１１３鉛筆問題２②③に取り組む。 

→できた人は残りの問題に取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１４の問題３を読む。 

 

 

 

・分母と分子を２倍、３倍･･･して、分

母が等しくなる分数を探す。 

 
3

4
=

6

8
=

9

12
=

12

16
=

15

20
 

 
4

5
=

8

10
=

12

15
=

16

20
 

・４と５の最小公倍数を分母にする。 

  
3

4
=

3×5

4×5
=

15

20
   

4

5
=

4×4

5×4
=

16

20
 

教える 

 

 

 

 

まとめる 

 

 

 

見届ける 

 評 

・ｐ.１１４鉛筆問題４①に取り組む。 

→できた人は残りの問題に取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１５の問題４を読む。 

 

 

・分母どうしをかける通分 

 
3

4
=

3×6

4×6
=

18

24
   

5

6
=

5×4

6×4
=

20

24
 

・４と６の最小公倍数を分母にする通分 

  
3

4
=

3×3

4×3
=

9

12
   

5

6
=

5×2

6×2
=

10

12
 

 →最小公倍数を分母にして通分した方

が、数値が小さくてすむ。 

・ｐ.１１５【さらに考えよう】に取り組む。 

 →帯分数の通分のしかたを確認する。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１５の問題５を読む。 

→３と５と９の最小公倍数を分母にし

て通分すればよい。 

まとめる 

 

 

 

 

見届ける 

 評 

・ｐ.１１５鉛筆問題６①７①に取り組む。 

→できた人は残りの問題に取り組む。 

か  分母も分子もちがう分数の大きさを
比べるには、どうすればよいか。  

ま  分母も分子もちがう分数の大きさ
は、図や数直線を使って表すと、
比べることができる。  

か  大きさの等しい分数の関係につい
て調べよう。  

 

 

か  分数の大きさを数直線や図を使わず
に比べるにはどうすればよいか。  

 

か   より簡単に通分する方法はあるか。  

 

ま  分数は、分母と分子に同じ数をか

けても、分母と分子を同じ数でわ

っても、大きさは変わらない。  

ま  より簡単に通分するには、それぞれ
の分母の最小公倍数でそろえると
よい。  

ま  分母のちがう分数の大きさを比べ
るには、通分するとよい。  

 

分母のちがういくつかの分数を、大
きさを変えないで分母の等しい分数に
することを、通分するという。  
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小単元 分数の大きさ 分数のたし算とひき算 

時数 ５    ６（本時） ７ ８ 

ね
ら
い 

主な

学習

活動 

大きさの分かりやすい分数になおす活

動を通して、「約分」の用語とその意

味、方法を理解する。 

異分母分数の加法、減法の計算原理や

方法を理解し、計算の仕方を説明する。 

答えが約分できる加法、減法の計算

や、３口の分数の加法、減法の計算の方

法を理解し、計算する。 

帯分数の加法、減法の計算の方法を理

解し、計算する。 

評価

規準 

「約分」の用語とその意味や方法を理解

し、約分することができる。 

【知識・技能】 

異分母どうしの分数のたし算、ひき算の

しかたについて考え、分母をそろえること

でもとにする分数のいくつ分で計算できる

ことに気付き、説明することができる。 

【思考・判断・表現】 

答えを約分すると大きさが分かりやす

くなることや、３口の加法、減法の仕方

を理解し、計算できる。 

【知識・技能】 

帯分数の加法、減法の計算の仕方を理

解し、計算できる。 

【知識・技能】 

キーワード 約分・公約数・最大公約数 もとにする分数・分母をそろえる・通分 通分・約分・最小公倍数 繰り下がり 

主なつまずき

とその手立て 

最大公約数の求め方が分からない。 

⇒数直線を用いてそれぞれの約数を書き

出し、見付けさせる。 

分母をそろえることができない。 

⇒前時までの学習を黒板に位置付け、常

に振り返ることができるようにする。 

通分、約分ができない。 

⇒前時までの学習を黒板に位置付け、常

に振り返ることができるようにする。 

帯分数の加法、減法ができない。 

⇒第４学年での学習を振り返りつつ、困難

な場合は仮分数になおして計算させる。 

指
導
内
容 

問題を提示する 

・教科書 p.１１６の問題６を読む。 

 

 

 

・分母どうしの公約数でわり進める 

 
12

18
=

12÷2

18÷2
=

6

9
=

6÷3

9÷3
=

2

3
 

・１２と１８の最大公約数で分母と分子をわる 

  
12

18
=

12÷6

18÷6
=

2

3
 

教える 

 

 

 

→約分すると、大きさが分かりやすい。 

 分母と分子の最大公約数でわると、１

回で約分できる。 

まとめる 

 

 

 

見届ける 

 評 

・ｐ.１１６鉛筆問題８①に取り組む。 

 →できた人は残りの問題に取り組む。 

振り返る 

・ｐ .１１６鉛筆問題９にペアで取り組

み、これまでの学習内容を振り返る。  

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１７の問題１を読む。 

 

 

 

・図を使って分母をそろえる 

もとにする分数を
1

6
で考えると、 

 

  
1

3
=

2

6
         

1

2
=

3

6
 

 

 
1

3
は

1

6
の２個分、

1

2
は

1

6
の３個分 

  だから合わせた数は、
5

6
 である。 

 

・通分で分母をそろえて計算する 

 
1

2
+

1

3
=

3

6
+

2

6
=

5

6
 

 

まとめる 

 

 

 

 

見届ける 

 評 

・ｐ.１１７鉛筆問題１①⑤に取り組む。 

→できた人は残りの問題に取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ. １１８の問題２を読む。 

 

 

 

・答えを約分して簡単な分数にする 
5

12
+

1

3
=

5

12
+

4

12
=

9

12
=

3

4
  

 →答えが約分できるときは、ふつう約

分する。 

問題を提示する 

・教科書ｐ. １１８の問題３を読む。 

・２口ずつ通分して計算する。 

  
3

4
−

1

2
+

5

8
=

3

4
−

2

4
+

5

8
=

1

4
+

5

8
=

2

8
+

5

8
=

7

8
  

・３口をまとめて通分する。 

    
3

4
−

1

2
+

5

8
=

6

8
−

4

8
+

5

8
=

7

8
 

 →３つの分母の最小公倍数でそろえる

と計算しやすい。 

まとめる 

 

 

 

 

見届ける 

 評 

・ｐ.１１８鉛筆問題２①３①に取り組む。 

 →できた人は残りの問題に取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１９の問題４を読む。 

 

 

 

・帯分数のままで計算する。 

  2
2

5
+ 1

2

3
= 2

6

15
+ 1

10

15
= 3

16

15
= 4

1

15
 

・仮分数になおして計算する。 

  2
2

5
+ 1

2

3
=

12

5
+

5

3
=

36

15
+

25

15
=

61

15
 

 →どちらの方法でも計算できる。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１９の問題５を読む。 

・繰り下がりをして計算する。 

  4
1

6
− 2

3

4
= 4

2

12
− 2

9

12
= 3

14

12
− 2

9

12
= 1

5

12
 

・仮分数になおして計算する。 

  4
1

6
− 2

3

4
=

25

6
−

11

4
=

50

12
−

33

12
=

17

12
 

 →どちらの方法でも計算できる。 

まとめる 

 

 

 

 

 

見届ける 

 評 

・ｐ.１１９鉛筆問題４①５①に取り組む。 

→できた人は残りの問題に取り組む。 

か  大きさの分かりやすい分数になお
すにはどうすればよいか。  

ま  大きさの分かりやすい分数になお
すには、約分するとよい。  

か  分母のちがう分数のたし算は、ど
うすれば計算できるか。  

 

 

か  分数のたし算、ひき算のしかたを
さらに考えよう。  

 

か  帯分数のたし算、ひき算のしかた
を考えよう。  

 

ま  分母のちがう分数のたし算は、通分をし

て、もとにする分数のいくつ分で考えれば

計算できる。  

ま  分数のたし算、ひき算のしかた  

・答えが約分できるときは、ふつう約分する。  

・３口の分数のたし算、ひき算は、３つの分母の

最小公倍数で通分すると計算しやすい。  

 

分数の分母と分子をそれらの公約数
でわり、分母の小さい分数にすること
を約分するという。  

ま  帯分数のたし算、ひき算は、整数
どうし・分数どうしを計算する方
法と、仮分数になおして計算する
方法がある。  

  



- 4 - 

小単元 たしかめ問題 読み取る力をのばそう 

時数 ９ １０ 

ね
ら
い 

主な

学習

活動 

基本的な学習内容を理解しているか確

認し、それに習熟する。 

音符の長さに分数の考え方が使われて

いることを知り、楽譜に入る音符を考え

ることで、分数の理解を深める。 

評価

規準 

分数の約分、通分や加法、減法の計算

ができる。       【知識・技能】   

分数の意味や単位に着目して、異分母

分数の計算の仕方を説明している。 

【思考・判断・表現】 

それぞれの音符が示す長さを、分数を

使って考え、１小節に入る音符を見出し

たり、付点音符の長さを求めたりしてい

る。 

【思考・判断・表現】 

キーワード 本時までに学んできたことをまとめて掲示する 

主なつまずき

とその手立て 

分数の約分、通分や加法、減法の計算が

できない。 

⇒各自で答え合わせのできる場作りをし

ておくことで、算数に苦手意識をもつ

児童の支援につく時間を確保する。 

⇒これまでの学びの足跡を掲示し、すぐ

に振り返ることができるようにする。 

楽譜の表す意味が理解できない。 

⇒解いた問題が実際にどのような音楽に

なるのかを聞くことで、イメージがで

きるようにする。 

 

指
導
内
容 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１２０～１２１の 

確かめ問題に取り組む。 

 

 

教える 

 

・練習問題を大問ごとに取り組む。 

 

 

・大問ごとに各自で答え合わせをする。 

 

 

・できた児童は、周りの児童に支援を行

う。 

 

 

・練習プリントに取り組む。 

→できた人から GIFUweb ラーニング 

教える 

・教科書 p.１２２を読む。 

 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１２２の問題に取り組む。 

 

 

 

 

・問１～３に取り組み、大問ごとに 

 全体で確認をする。 

 

 

・解いた問題が実際にどのような音楽に

なるのかを聞くことで、リズムを作る

には分数の考え方が重要であることに

気付かせる。 

 

 

発展させる 

・音楽の教科書を用いて、既に学習した

曲の楽譜で考えさせる。 

 

か  いろいろな問題にチャレンジしよう。  

か  分数の考え方を使って、楽譜に入
る音符や休符について考えよう。  
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８ 本時のねらい 
式や図をもとにして異分母分数の加法、減法の計算方法を考える活動を通して、単位分数に着目し、分母をそろえればもとにする分数のいくつ分で計算できることに気付

き、異分母同士の加法や減法の計算の仕方を説明することができる。 
９ 本時の展開（６／１０）〈解決型〉 

過程 学 習 活 動 指導・援助・評価 

つ
か
む 

 
 

 
 

／ 
 

 
 

考
え
る 

 
 

 
 

 

／ 
 

 

深
め
る 

 
 

 

／ 
 

 

ま
と
め
る 

１ 問題提示 
 
 
 
 

・分かっていることは「
1

3
 L のジュースと 

1

2
 L のジュースがあります。」です。 

・聞いていることは「合わせて何 L になりますか。」です。 

・「合わせて」なので、たし算になります。だから、求める式は 
1

2
+

1

3
 です。 

・４年までの問題とちがって、分母のちがう分数のたし算になっています。 
２ 課題設定 
 
 
３ 見通し 

・これまでの学習を使って分母をそろえることができれば計算できそう。 
４ 個人追究 

５ スクランブル交流→全体追究 
 ・どちらの考え方も、「分母をそろえて計算する」という点が同じです。 
 ・分母をそろえることで、「もとにする分数のいくつ分」で考えることができるから、計算できます。 
６ 一般化 
 ・ひき算の場合でも、通分をして分母をそろえれば、計算できます。 
７ まとめ 
 
 
 
８ ｐ.１１７鉛筆問題①⑤（評価問題）①は解き方をペアに説明する 

※一点突破 評価問題８割以上の正答 
  →できた人から、残りの問題及び GIFUweb ラーニングに取り組む。 

・学習の足跡（定義、公式）を掲示し、振り返ることができるよう
にしておく。            【研究内容１―（２）】 

・分かっていることに直線、聞いていることに波線を引き、第４学
年での学習との違いを明確にさせることで、本時の学習課題につ
なげる。 

 
・課題を設定した時点で、全体で以下の考え方に触れる。 

分母と分子をそれぞれたして、
1

2
+

1

3
=

2

5
 となる。 

 ⇒なぜこれが間違っているのかを、図を用いて考えることで、単

位分数が異なっていると計算できないことに気付かせる。ま

た、第４学年の学習を振り返り、同じ分母の分数同士であれば

計算できることを捉えさせ、本時の学習の見通しをもたせる。 

 
・児童が考え方を自己決定できるよう、リットルますや線分図等の

カードを用意し、選択して書き込めるようにする。 
【研究内容１―（２）】 

・相手意識をもち，筋道立てた説明ができるよう、交流活動の際に
は以下の４つの視点を与える。    【研究内容２―（１）】 

①順序立てて話すこと。（まず、次に、それから～） 
②これまでに学んだ算数キーワードを使うこと。 
③ジャムボードを指し示しながら話すこと。 
④方法（式や図）・理由・結論の順に話すこと。 

 
・ジャムボードに全員の意見を集約し、全体で共有ができるように

する。その際に、考え方によって付箋で色分けを行う。スクラン
ブル交流の際に、 

 ①考え方を確かにしたい人は同じ色の付箋の児童同士 
 ②考え方を広げたい児童は異なる色の付箋の児童同士 

と交流するように伝えることで、目的意識をもって交流できるよ
うにする。             【研究内容２―（２）】 

・（深め）全体追究の際に「全ての考え方にも共通するところは何
か。」と問いかけることで、分母をそろえることでもとにする分
数のいくつ分で計算できることに気付かせていく。      

・ひき算の場合も取り上げ、考え方の一般化をはかる。 
 
 
 
 
 

 

＜評価規準＞  

異分母どうしの分数のたし算、ひき算のしかたについて考え、

分母をそろえることでもとにする分数のいくつ分で計算できるこ

とに気付き、説明することができる。  【思考・判断・表現】 

課 分母のちがう分数のたし算は、どうすれば計算できるか。  

 

問 
1

3
 L のジュースと  

1

2
 L のジュースがあります。合わせて何 L になりますか。  

ま 分母のちがう分数のたし算は、通分をして、もとにする分数のいくつ分で考えれば計算
できる。  

 

【図を使って考える（リットルます・線分図）】  

〈方法〉もとにする分数を
1

6
 として考えると、 

1

3
=

2

6
                     

1

2
=

3

6
 

 
1

3 
 は  

1

6
 の２こ分、

1

2
 は  

1

6
 の３こ分  

 だから合わせた数は、
1

6
 の５こ分で  

5

6
 である。  

〈理由〉１つ分の大きさをそろえると、もとにする
分数のいくつ分で求めることができるから。  

〈結論〉分母をそろえて計算する。  
 

【通分をして分母をそろえる】 
〈方法〉通分をしても大きさは変わらないので、通

分をして分母をそろえて計算する。２と３の最小

公倍数は６なので、分母を６にそろえる。 

( 
1

2
 ,

1

3
 ) = ( 

1×3

2×3
 ,

1×2

3×2
 ) = ( 

3

6
 ,

2

6
 ) より  

1

2
+

1

3
=

3

6
+

2

6
=

5

6
  

だから合わせた数は、
5

6
 である。  

〈理由〉通分で分母をそろえれば、４年生まで

の学習で計算できるから。  

〈結論〉通分で分母をそろえて計算する。  

もとにする分数  

分母をそろえる・通分  

本時の算数キーワード  

  


